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絹の染色に関する研究(第 11報)
一一黄八丈の天然色素染めについて一一
皆川 基， 中 1~!向洋子， "LiJIJ範子
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序 論
vl八丈は伊豆3者砧の八丈島てー生産されるitl色を主色と
した絞縞または佑子縞の絹織物であるが.このほか島内
では茶色(様色)を主色とする:時八丈や .~.l，色を主色とす
る県八丈や. 自I也のおやり八丈なども生産されている。
また黄八丈に Ij秋田賞八丈.米沢黄八丈などがあるた
めに八丈島産を特に区別して本八丈とよぷ場合も多い1.2)0
八丈JゐF置の貨八丈は八丈刈安ともよばれるこ-~:なぐさに
よって南の烏の気候風土を反映した明るい災金色に染め
上げられているが.秋田黄八丈必よび米j代金t八丈は浜製
(または i*IÌD子)によって~t固め気候風土を反映した比較
的くすんだ黄色に染め上げられている。
1Ii.八丈の歴史は古<，室町時代の日月応7年(1498年)に
はすでに丹後縞とよばれる絹織物が島内で生産され， tt
納品には1¥制jlの名刷、を用いて献 とされていた。当時のv1.
八丈I:t.無地織かUi執が主に生序ーされたが，iJ戸時代から
攻イtの黄色，茶色(枠色あるいは鳶色ともよばれる )，黒
色の3色を組み合わせた経縞， m r-柄が中産されるよう
になった。
賞八五;の特色としてはまず糸i'tに特徴のある原隆の蚕
品開「小ii)LJの糸と回全佐機(、、ぎりばた)が使用されてい
た点かあげられる したがって当時は腰のリ釦、紛織物が
織り 1'.けられていたが.現(lては一般の生糸を用いて.
高機(一宮1¥には力織機も使用されている )で製織されるた
め， f也の斜i織物との 11\1には ~ìi ..(i な fllìlß点が少なくなって
いる しかし染色1(1ては1.4内で1'1'1'.する公料似物のみ
による天然色素染めによって政色.茶色，虫色の3色の
配色の妙味がひきつがれ.他に矧をみない政八丈の大き
な特色と なっている . 糸のftl W! lJ:従米，~灰による版 il-繰りが行われていた
が.現在では主としてソーダ繰りが行われており.精練
品、 ι
された糸はこぶなぐさ.まだみ.械の煎1十で下染めされ‘
各々媒染によって賞色.茶色.虫色の 3色に染め上げら
れている却。
八丈，::;は四季5を泌じて暖かく ，L丞鴛についでI，j:昆;も笠
富なため.柄物をはじめとして水源など自然に!!;!.まれて
いる。したがって染料梢物の綬~i，最にも必:まれ. また
紛の~紘に 1;1欠かせない高温度条件や，天然色素による
染色に必要な日開条例ーにも恋まれている。
また八丈島には維の樹皮の煎汁による下染め糸を1茶色
に媒決する良質の泊泥(八丈島中之郷付近)にも!l'.まれて
、、る。
この武八丈のmiJI!.染め(縫 ・iJl!.蝋染)は!伝尖大h:;納の回
'"・“:.j尼絞め(惟鎗侮 ・ iJt!.W:染)，久米島納の池iJ~染め (1:ムぷi . 車
輸相証・1尼媒染)とならぷ3大j尼染めのーっとして広〈知ら
れている。
絹織物の染色物は実用面iからみた消費性能としての堅
ろう性に問題が多<， また一般に天然色素染めは染色弓ぞ
ろう性が低いといわれているが.前八丈の染色I桜ろう11:
はきわめて良<，特に画.t光映るう性にすぐれていると i:
われている。
そこで本研究においては黄八丈のすぐれた色調ならび
に染色黙ろう性に泊目し，現行法の黄八丈の染色に関す
る法礎的な研究を行うとともに.今後の課題でもある染
料純物の枯渇問題や.現代的な新しい感覚の色合いをも
っ黄八丈の開発を前提として， Jl.{訂正用されているこぶ
なぐさ.まだみ.維などの主要染料純物以外の大品位.
やぷr~'JH.，刈安. ;氏 。I t附千などの刷物色素による*Hの染
色作についても合わせ検討を行った。
???
-72- 被
材 料
繊維材料としては完全精練した紬用絹糸(21dX4本合
糸， lOOT/m， 70回繊度糸)を使用した。
織物材料としては現地で入手したまるまなこ(2種)，
市松(3種)，こうきあや(2種)，たつみあや(2種)など
9樋の綾組織の黄八丈と 2穫の平組織の黄八丈(表ー1)，
および鳶八丈(2種)，黒八丈(2種)，おやり糸紬(2種)，
秋悶鳶八丈(1種)，秋田黄八丈(1種)，秋田変り八丈(1 
樋)など合計20種の八丈島産絹織物を使用した。
染料植物としては八丈島産のこよなぐさ，まだみ.維，
やぶ肉桂.大島綴などの 5種と.メIJ安， 矢車附子など合
計7般を使用した。
1 )こぶなぐさ(小鮒革または達筆 Ar伽 axonh町 idus
Makino)は八丈島に自生するイネ科の多年生草木で，八丈
刈安あるいは野刈安の別名があり，かりやす(Miscanthus 
tinctorius Hack)およびこかりやす(Eulariaquadrineruis 
O. Kuntze:四国に多〈群生するイネ科の組物)と同様にフ
ラボン色素ルテオリンの配糖体を主成分としている。
山OH
HO~O、 r弘一
I，._Jl .JI、:/v. CISHIOOS=286 
OH 0 
Jレテオリン(Luteolin)
秋，花穂、の出始めた頃に刈り取って全体を染料材料と
して使用する。アルカリ またはアルミナを用いた媒染で
賞茶色に染め.鉄媒染でう〈ぐ.いす色カか‘ら海松色に染めるふ。
賞八丈てで，はt侍存.持悌神灰を用いた媒染で2賞竜金色に染める←7九}~ 。
2 ) まfだごみ(芙桶: Ma拭ch出ωil甘刈山孔出usTh加、乱刊u山帥II
lは立東京以南の海主燦静I地也に多〈自生するクスノキ科の7説常も首.緑高
木で.古代から鳶八丈の樺色(茶色)媒染染料と して生皮
表ー 1 実験材料として使用した八丈島産の武八丈
以 科 名 t重g/lOOC1l畳l 
厚 さ
{四}
まるま な c. (A) 1. 1 84 O. 0 a 2 
まるまなc. (8) 1. 3 8 7 O. 0 a 2 
ζ うき あや (A) 1. 1 97 O. 0 a 3 
ζ うき あや(B) 1. 2 5 6 O. 03 1 
市 位 (A) 1. 1 85 O. 028 
市 位(日) 1. 28 1 O. 0 8 4 
市 松(C) 1， 1 1 9 O. 0 3 1 
だつみゐや (A) 1. S 6 S O. 028 
につみゐや(s) 1. 1 8 1 O. 0 a 4
平 • (A) 1， 1 47 O. 02 5 
平 • (8) 1. 0 a 7 O. 027 
RIl 
(2 ) 
学
などの樹皮の煎汁液が使用されている。八丈島でまだみ
とよばれる犬楠は怖，たまぐすなど態々の呼名で知ら
れている3.7，目。
3 )維(PasaniopsisSieboldi Kudo)は中部以南の暖地
に自生するプナ科の常緑高木で.樹皮の煎i十液中にはタ
ンニン色索をはじめ裕色系色紫を含有している。八丈島，
三宅島に自生する維の大木の樹皮li八丈絹の集染め用ま
たは魚網用の染料として古くから使用されている3.4，九
4 )大島桜(Prunusspeciosa)1立中南部，四悶，九州、1，
!r，[球に自生しているイバラ科の他物で，樹皮の煎t十液中
にはタンニン色素をはじめサクラニン(Sakuranin，C22-
H24010，5-Glucoside)，サクラネチン(Sakuranetin，5，4'-
Dioxy・7・methoxyflavanone，C 16H 140S)の配絡体などの賞
灰補色系色素を含有している。
CHIO...-vO."..( ¥-OH 
y人v - C16H140S=286 
OH 0 
サクラネチン(Sakuranetin)
染料材料としては一般に樹皮を用いるが，紋業，花な
ども利用される。アルカリまたは剣媒染で赤茶色に，ア
ルミナ媒染で赤味の賞茶色lL-鉄煤染では赤味の灰色に
それぞれ染め上げられる5-7.へ
5 )やぶ肉桂(Cinnamonum Loure i rii Nees)は江戸時
代に中国から輸入されて国内に広まったクスノキ科の常
緑高木で，桜皮.樹皮の育~汁液中には多くのタンニン色
素を含み.八丈絹の賞褐色系色素として知られている。
アルミナ媒染で部亦茶色に.銅邸主染で亦味の茶色に，
欽一アルカリ媒染て・;".¥味の赤茶色に染め上げられる.-円。
6 )メIJ安(Miscanthustinclorius Hackel)は近江刈安ま
たは山刈安ともよばれ， 日本の山地に群生するイヰ科の
多年生ぷ木て1 蓬1艇の!t汁液は古代から賞色媒染染料と
して広〈使用され.こぶなぐさと問機に7ラポン色素Jレ
テオリン(Luteolin : 5，7，3'，4' -Tetraoxyflavone，賞色針状
給品)の配給体を主成分としている。
メIJ安は乾燥して保存するが，保存状況の良い刈安によ
る染色においては堅ろう性の高い行味のある美しい賞色
に染め上げられる。飛鳥時代から残存している染織物の
中で，i'f味の美しい黄色はこの刈安で染められたものが
多、、'.6.7.10)。
7) 'J.と卓附子ま たは夜叉|付子(Alnusfirma Sieb et 
Zucc)は夜叉五倍子ともいわれ，中南部，九州、川どに自生
するカバノキ科の孫楽性低木ないし中，高木の栄球て二
煎i十液にはタンニン色素のほか茶褐色系色索を多〈含み.
黒染め用染料として用いられている。鉄媒~で県茶色か
ら.~~色に.アルカリ媒染で黄茶色に.アルカリー欽媒染
で濃茶色にそれぞれ染め上げられU・5.7)。
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実験方法
I 走査電子顕微鏡による織物ならぴに繊維表面の観
察1.121
日本電子製JEMI00B-ASID型走査電子顕微鋭を用い.
オスミウム般で固定した織物または繊維試料を銀接着剤
により支持台に固定し， Au-Sputter coatingを行ったの
ち.加速電圧 10KV，70-100μAで試料の表面状態を観察
した。
またj召泥の粒子形の観察では蒸留水に分散させた試料
を支持膜上にのせ.クロムシャドーを施したのち.透過
笠電子顕微鏡で観察した。
Il ?ロロホルムによる楢物色索の抽出法1.121
逆流冷却署長を付けた三つロフラスコ抽出援活を用い.
細かく粉砕したこぶなぐき， まだみ，椎， 大島縦，やJ.;
肉桂，刈安，矢車附子などの染料純物を7ロロホルム(染
料植物5g/l00mtクロロホルム)によって抽出(60土2"C， 
60分間)し，ガラスフ ィルターによって浮遊物を除去して
色素摘出液を調製した。
1Il 染料値物の前、汁液の調理~11.121
クロロホルムによる抽出の場合と同様に，逆流冷却器
を付けた三つロフラスコ州出装置を用い，細かく粉砕し
たこぶなぐさ. まだみ，維，大島桜.やぷ肉強:"メIj安，
矢車附子などの染料植物をそれぞれ蒸留水(炭般ナトリウ
ム0-5g/eを含む)によって熱抽出(染料植物25-150g/e， 
95士2'C， 1-6時間)し，ガラスフィ 1レターによって浮
遊物を除去して煎1十液を調製した。なお，まだみ.大島
以，やぷ肉後.維などの染料縞物では色索の熱水抽出に
先だってあらかじめ20-40時間，常I昆授演することがき
わめて効果的である。
W 植物色紫による絹糸の染色方法11.1幻
染色は TaiyoIncubator M-I恒(仮設回数100:t2闘/分)
を用い，下記に示す条件て・行った。
〈染色条件〉
煎汁液:1: 50(対絹糸)
染色滋皮:85:t 2'C (25-900C) 
染色時間:90-120分間
Y世のpH 3 -4 
な必育;，汁液は酢酸またはSOrensenのM/lONaOH-H3B03
の緩衝液を用い， pH 3 -12の範囲で調製した。
V M物色素の染着髭のiPIJ定1.121
目立自，Jè分光光度計323~Y を用い.染料植物の!l!(!十液お
よび五倍チタンニン重量水浴液の紫外部吸収スペクトルの
極大吸収波長とその波長における検量線を求め，残液比
色法により染色前・後と脱渚後の吸光度を測定し，五倍
(3 ) 
子タンニン酸換算他て・次式により繊維 1g当りの色索の
染~量および国4i染~量 (mg)を求めた。
染着量(mg/g繊維)=C(01-02)/0IW
国着染渚量(mg/g繊維)=C(OIー 02-03)/0IW
01 :染色前の染液の吸光度
02 :染色後の染液の吸光度
03 :目見浴後の液の吸光度
C 染浴中のタンニン色索の量(五倍子タンニ
ン駿換算f直mg)
W:試料の重量(g)
なお熊汁液中のタンニン色素の存在についてはあらか
じめ塩化第二鉄(FeCh)による呈色反応(タンニン色素1:
鉄塩により暗緑~時背~黒褐色となって沈澱する)を行っ
た。
VI 0・フェナントロリン法による沼泥中の鉄の定量ω
Fe2+Ii酸化還元指示薬の O-phenanthroline( C 12H8N2) 
と反応して燈赤色を呈するため ji成長510nmで比色定越さ
れる。この呈色機構は次式によって示きれている。
CFe(HzO )6)2++3phen. 一→CFe(phen.)3)2++6H20 
(phen. : phenanthrol ine) 
この測定法の感度は頗る鋭敏で¥呈色範囲もpH2 -9 
と広い。なお全鉄(Fe2ぺFe3+)の定量の場合にはヒドロ
キンルアミンなどで予め還元しておく必要がある。
まず Fe2+線機液(1O-2MモーJレ氏温水浴被)に2X 10-3 
M o-phenanthroline溶液， pH調堅用に M/I0CH3COOH-
CH3COONa(Walpole緩衝液)を加え，目立OigitalSpect・
rophotometer 102!jを用いて，極大吸収波長510nmにおけ
る各モル濃度の吸光度を測定して検定線を作成した.
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フェナントロリンによる鉄(II)の検量線
液状の沼j尼はよ く分散させた後.適当に希釈して 2分
し.一方に4%塩般ヒドロキシノレアミン水溶液を添加す
". 
-、
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る(試料中に存在する Fe3+をF2+に還元する)。各試料は
それぞれ 0・phenanthrolineで積赤色に呈色した後，極大
吸収波長510nmて・吸光度を測定し，上記検量線から試料中
のFe2+i康度を求めた。なおFe3+の量l立還元状態での鉄
全量(Fe2++Fe3+)からFe2+の景を差し引いて求めた。
実験結果およびその考察
I 賞八丈の染色加工法とその性状について3.1.14.15)
黄八丈の原糸には細くて5単位に富んだ糸質に特徴のあ
る原種の蚕品種「小石丸Jの生糸が使用されていたが，現
在では通常の生糸が用いられている。
またアルカリ性の強い藁灰の灰汁による生糸の精練は
現在では炭酸ナトリウムによる袋練り(糸量の20%に相当
する炭酸ナトリウムを用い，煮沸状態で2-4時間精練
したのち.一晩水中にきらし.天日乾燥する)が一般に行
われ いる目。
染色工程は責舟作りとよばれる色素の抽出操作と，煎
汁漬けとよばれる染色と，食品質け必よぴ沼漬け(泥染め)
とよばれる媒染との3つの工程からなり立っている。
黄八丈の黄染め糸liこぶな〈・き(1，t全体)を約半日煎じ
た煎汁液で15-20固反復染色した後.灰汁漬け(椿4割.
悌 6iJlの割合に，業および小枝を混ぜて得られる白色の
細かい灰で，アルミニウム塩が多〈含まれている)し. し
ばらくそのまま放置してから強〈絞り.天日乾燥させて
つくられている汽図-1)。
また茶(糠色)染め糸はまだみの樹皮を 6-7時間煎じ
た煎[1十液で約15回反復染色した後，灰汁漬け(;まだみの煎
じかすの灰汁液を使用する)を繰り返し，こぶなぐきの場
合と同様に天日乾燥きせてつくられている。
また黒染め糸は維の樹皮を 6-7時間煎じた煎汁液で
sfi 学
約10回反復染色した後，沼漬け(背錆色の2価の鉄分が表
面に浮遊している沼泥を使用する)し，小川の流水で水洗
いして天日乾燥させてつくられている。
染め上げられた糸のうち経糸はもち米ときいみ(海藻)
を用いて糊付けが行われる。
黄八丈の製織には明治22年頃まて也騒が用いられてい
たか~"
たが.t号州から高機が導入され，また最近では一部にカ
織機も使用きれている。
池機(またはいざり機)は腰と足を中心に「人の身体で織
るJといわれ，糸の張りなどに微妙な加減が可能で.絹特
有の風合いを織り込むことができるため，織物のでき上
りにおいては高機に比べてはるかにすぐれているといわ
れている。しかし地機は使用時の疲労の激しさや，非能
率的な点が指摘され.現在ではほとんど用いられていな
賞八丈は平組織(ニ〈ずし，三くずし，干すじ，万すじ，
ななこ.べんけいなど)と綾組織(まるまなこ，ニうきあ
や.市松，たつみあや，めかご，風通くずし.太郎左衛
門， ししあや，杉あや，ょせあや，片あゃなど)の 2種類
で，主として縦縞あるいは格子縞の単純な柄の上に黄色，
茶色.泉色の3色配合の妙味を生かし，色柄模僚と独特
の色調を特徴としている3)0 
そこでまず色索原料の種類ならびに染色加工法の異な
る賞八丈の織物および糸の表面状態を走査電子顕微鏡下
で観察すると，写真 1-3に示すように，黄八丈では一
般に糸'$-度が高〈織り上げられた手織物にもかかわらず
他の先染めの絹織物に比し.単繊維の乱れや.製織時の
まさつによる毛羽立ちが比較的少ないことが認められる。
また貧染め糸ならびに茶(棒色)染め糸の表面部て'は多く
の反復染色と灰汁媒染によって絹繊維特有のミクロなフ
図ー 1 黄八丈の生産工程剖
(4) 
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イプリル構造がかなり均一に被離されている状態が認め
られるが.手匹染め糸で1.1:図形膜状の植物成分が部分的に
付着している状態も認められる。一方.維の)!.o!汁液で下
染めした後，沼漬けした黒色の泥染め糸では紛織維特有
写真一 1 黄八丈(此色糸・こぶなぐさ染め)の表面
状態
(走資電子顕微鏡)
写真一 2 黄八丈(茶色糸 :まだみ染め)のみI商状態
(走査電チ顕微鏡)
写真一 3 黄八丈 (黒色糸:~佳・ i尼染め)のぷ，fij状態
(定ft'，(i子顕微鏡)
(5 ) 
のミクロなフィプリル権造が完全に被覆され，微細な粒
子状物質が不均一に多〈付着する状態が観察される。
このように黄八丈の染色工程においてはきわめて特殊
な手工芸芸的技法が多くとり入れられ.反復操作が多いに
もかかわらず泥媒染による黒染め糸を除〈賞染め糸(こ.J;
なぐさ，灰汁媒染)ならびに茶染め糸(まだみ，灰汁媒染)
では比較的均ーな繊維の表面状態が観察される。なお泥
媒染による黒染め糸では表面に浮いた泥がまさつによっ
て脱落しやすいので，消費性能面からの問題もあり，今
後さ らに検討を婆するものと思われる。
つぎに糸の種類ならびに織物情成などに特色を有する
八丈島産の貨八丈，鳶八丈，黒八丈およびおやり糸納と
秋田県産の秋凹鳶八丈.秋田黄八丈および秋問変り八丈
などの表面状態を走公也子顕微鏡下で観察する と. 写真
5 -14に示すように.まず経糸に練生糸，緯糸に練生糸
(機械製糸および座繰り生糸)などを使用した平組織およ
び緩組織(市松， まるまなこ.たつみあや，こうきあや)
の八丈島産黄八丈(写真4-8)では単繊維の乱れや製織
時のまさつによる毛羽立ちがきわめて少なしかなり勾
ーな織物情造を示す傾向が認められる。
また経糸に練生糸，総糸に練玉系(または.太織I変の練
生糸)などを使用した平組織の八丈助産鳶八丈(写真-9)お
よび黒八丈(写真-10)ではかなり不鋭sIJな織物情造が観察
されるが.上記黄八丈と問機に単繊維の乱れや製織時の
まさつによる毛羽立ちなどがきわめて少なく.比較的均
ーな表[筒状態を示す傾向が認められる。
-}j， 経糸におやり糸(玉繭，府臓を真綿状に し.手引
きした八丈向独特の紬糸)または練生糸，練五糸.錦糸に
おやり糸を使用した八丈烏産おやり糸白納(写真・1)では
納糸使用織物特有のきわめて不支Ji.sIJな織物精進と.単繊
維の重しれや毛羽立ちの多い表面状態が観察される。
秋田市旭南で生産される秋田八丈1:1茶褐色(鳶色)を主
色とした秋削鳶八五:(秋田地方の砂浜に郡生するイバラ科
1:.1 '-司t .ぃn
の浜五iチ・ J!o車線.Rosa rugosa T.の恨皮を煎じた煎計液
を周い.欽.アルミニウム.クロム化合物で媒染する)の
ほか黄色を主色とした秋悶賞八丈(やまつつじ.刈安.楊
憾の樹皮などを前じた育i.i十液を使用する)やfP.:色を主と
した秋田変り八丈(浜郁子のほかログウッドなどの随物染
料を混合して使用する)など本場八丈紛に劣らぬ{憂れた伝
統織物として広〈知られ.すぐれた風合いと渋い光沢を
特徴とした縞柄が多いが. 八丈島産の黄八丈とは染料が
臭っている 14.15ら
経糸，総糸ともに持撚りの練生糸または甘撚りの練生
糸を使崩した平組織の秋田鳶八丈(:写真-12)，秋問責八丈
(写真・13)および秋田変り八丈(写真-14)では一般に糸密
-76ー 被 月匝
?
写真一 4 黄八丈(平組織)
(走査電子鋭微鏡)
平組織図
写真一 5 黄八丈(市松)
(走査電子顕微鏡)
rn松組織図
写真-6 貧八丈 (まるまなこ )
(走査電子顕微鏡)
まるまなこ車且織図
写真一 7 1買八丈(たつみあや)
(走査定チ顕微鏡)
たつみあや組織1苅
(6) 
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写真一8 賞八丈(こうきあや) こうきあや組織図
(走査電子顕微鏡)
写真一 9 鳶八丈 写真一10 黒八丈
(走査電子顕微鏡) (走査電子顕微鏡)
写真一1 八丈おやり糸白紬
(走査電子顕微鏡)
写真一13 秋悶黄八丈 写真一14
(定査電子顕微鏡)
(7) 
.il. 
寸M服被
度が高<.単繊維の乱れや，製織時のまさつによる毛羽
立ちが少ない比較的均一な織物構造を示すことが認めら
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I 八丈島産染料植物による絹繊維の染色について円
まず色素成分の異なるこぶなぐさ， まだみ，稚，大島
桜.やぶ肉桂，刈安，矢車附子など 7種の八丈島産染料
植物の煎汁液を用い，目立自記分光光度計323型で繁外部
吸収スペクト Jレの特性波長幽線を求めると，図-2に示す
ように， こぶなぐさの煎1十液て・は278nmに， まだみの煎t十
i液て・は284nmに，維の煎汁液では255nmと278nmlこ，大島
桜の煎汁液て網は285nmに.や.>:肉桂の煎:十液でるli283nmに，
刈安の煎j十認証て'は272nmと329nmに，矢車附付の煎汁液で
は256nmと278nm付近にそれぞれ極大吸収波長を示すこと
が認められる。
Y50Q 1/400 
治f!網合
t抽幽条件〕 ζ;.:えなぐさ白!()oiL，I健厳ソ ーダ 5g/L 
調温度 副 主2'C，時間 6時聞
希釈割合の異なるこぶな ぐさ煎汁液の紫外
部吸収スベクトルの特性波長悦l線凶と同煎
1十液の濃度と吸光度(極大吸収波長278nml
との関係(印
Va加。1~泊。
度
図-3
まだみ〈担4皿』
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各種染料植物の煎汁液の紫外部吸収スペク
トノレの特性波長曲線
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舗。
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希釈割合の異なるまだみ煎i十液の紫外部吸
収スペクトルの特性波長曲線凶と問煎1十液
の濃度と吸光度(極大吸収波長284nm)との
関係
図-4
(8) 
そこで上記7種の染料植物の煎:十液を用い，色素濃度
の異なる煎汁液の紫外部吸スベクト/レの特性波長曲線と
極大吸収波長における吸光度との関係についてみると，
図-3-91こ示すように.植物の種類によって極大吸収波長
は異なるが，色素j農度の変化に伴う極大吸収波長の移動
はなし色素濃度と吸光度との聞には直線的な比例関係
を示すことが認められる。
なお上記7種の染料植物の煎汁j夜はいずれも塩化第二
鉄による呈色反応ではいずれも多量の黒褐色沈澱(;タンニ
ン鉄)が認められる。
精製された五倍子タンニン固まの短大吸収波長は277nm付
近にあるが，染料植物の煎i十液中に含まれる タンニン色
素の極大吸収波長は272-285nm範囲でわずかな差異が認
められるが，これはタンニン色素以外の植物成分などの
爽雑物の影響やタンニン色素の精進の差異に基因するも
のと 4思われる。
したがって本研究においては以下染料植物の煎汁液中
に含まれる植物色素による染着量は五倍子タンニン酸換
'l 
:;! 
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希釈割合の異なるさくら煎汁液の繁外部吸
収スペクトルの特性波長幽線ωと同煎汁液
の濃度と吸光度(極大吸収波長285nm)との
関係(B)
図-6
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一方.こぶなぐさ，まだみ，稚，大島桜，やぶ肉佳，
刈安，矢車附子などのクロロホルム摘出液を用い， 目立
自記分光光度計で紫外部吸収スベクトルの特性波長幽線
を求めると.図-11に示すよう に.タンニン色紫の繍出を
ともなわないクロロホルム抽出液では上記熱水抽出液に
比し，一般に色素量は著しく少ないが，こぶなぐきでは
325nmに.まだみでは282nmに，維では285nmと320nmに，
大島桜では294nmと321nmに，やぷ肉後では277nmに，メIj
安て・は275nmと325nmlこ，矢車附子では277nm付近にそれ
ぞれ極大吸収波長を示す賞色~褐色の色紫を含有するこ
とが認められる.
つぎにこぶなぐさ，刈安.まだみ，大島縦，やぷ肉経，
椎および矢車附子などの 7種の染料槌物を用い，煎汁液
中の色素浪皮と熱抽出時間との関係についてみると，図，
12-18に示すように.植物基材の性状によって多少異な
るが煎汁液中の色素I震度は嫡出時間を増すと.急激に増
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の関係(極大吸収波長275nm)
図-12
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加して90-120分間でほぼ一定になり.また炭酸ナトリウ
ムの添加量(1-5g/L)を増すと，急激に増加することが
認められる。
上記と同様の 7種の染料植物を用い，煎汁液中の色素
濃度と縞物事E材の使用量との関係についてみると， 図・19，
20に示すように.植物基材の性状によってかなり異なる
が.植物基材の使用量を増すと，煎汁液中の色素J農度は
一般に精力目することが認められる。
このように染料楠物からの色素抽出条件は緩物基材の
性状によってかなり異なるが.色言告の染完雪量，増量効果
および織維の損傷などを考晴、すると.植物基材50-100g/L.
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係(極大吸収波長284nm}
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適条件と考えられる。
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図-16 やぶ肉綾色素の抽出時間及び抽出時に使用
する炭骨量ソーダ量と買~汁液中の色素量との
関係(極大吸収波長283nm)
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図-17 椎色素の抽出時間及び抽出時に使用する炭
酸ソーダ盆と煎I十液中の色紫量との関係
(極大吸収波長は五倍子タンニン般の277nm
を使用)
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図-18 矢車附子色素の抽出時間及び嫡出時に使用
する炭厳ソーダ量と煎汁液中の色素量との
関係(極大吸収波長255.5nm)
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つぎに各種染料植物の煎汁液の pHが絹繊維に対する色
素の色精量ならびに増量効果におよぽす影響についてみ
ると，図-21-27に示すように，いずれの煎汁液において
も染浴の pHがフィプロインたん白質の等電点(約pH5)以
下のpH4付近になると，著しく高い染着量ならびに増量
効果を示すことが認められるが.染浴の pHが等電点以
上.特にアルカリ側に移行すると著しく低い染着量を示
す傾向が認められる。また染浴のpHが4付近になると，
色紫の脱落も少なくなり.酸性染料に類似の染渚挙動を
示して強固な結合を生ずるものと忽われる。こぶなぐさ.
メIj安，まだみ，やぶ肉桂煎汁液においては染谷の pHが4
以下になると、色紫の加水分解や沈澱がおこ りやすくな
るので.染着量に影響をおよぼすものと考えられる。
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図-19 各絢染料植物の使用量と煎I十液中の色素濃度との関係
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図-20 各種染料純物の使用量と煎汁液中の色素量との関係
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つぎに各種染料植物の煎汁液を用い，染色時聞が絹繊
維に対する色素の染渚量におよほす影響についてみると，
図・28-34に示すよ うに.いずれの煎汁液においても染色
温度を85土 2'cに規定すると.60-90分間の染色時間で
高い染若量を示し.はぽ一定の値iこ達することが認めら
れるが，特にタンニ ン色素を多量に含む推および矢車附
子の煎汁液による染色ではさらに染色時間を増すと染着
量がt明大すること が認められる。
また上記と問機に各種染料縞物の姉、汁液を用い.染色
ta度が絹繊維に対する色紫の染渚量におよぽす影響につ
S冊
参
~ 
引調。 。一司。R.
・- 111.質~..
.，_.，屍縦割陸.四国.1>.
?? ?
? ?
-・， 
g ・1曲
• 】
調量 破 の pH 
f験色条件)ltiltl:同 時岡E曲分圃 0116全2"C
図-27 矢車附子煎汁液のpHが絹繊維に対するタン
ニン色索の染渚に及ぼす影響
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図-28 こぶな ぐさ煎i十液による染色時聞が絹繊維
に対する色素の染渚に及ぼす影響
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図-29 J(lj安煎汁液による染色時聞が絹繊維に対す
る色紫の染渚に及11す影響
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図-30 大島絵煎汁液による染色時間が絹繊維に対
する色紫の染着に及ぼす影響
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図-31 やぶ肉佐賀'u十液による染色時聞が絹繊維に
対する色素の染着に及ぽす彬軍事
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図-32 まだみ煎i十液による染色時間が絹繊維に対
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図-33 椎煎t十液による染色時間が絹繊維に対する
色索の染者に及Ifす影響
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いてみると， 図ー 35-37に示すよ うに.・こぶなぐさを除<. 
他の染料植物の煎汁液による染色では染色温度を高める
と.染渚量が増大し.いずれも85"(;付近で最も高い染渚
畳を示すが.まだみ.縫および刈安などの煎汁液による
染色では85'C以上で逆に染着量が大きく低下する傾向も
aめられる。
またこよなぐさ.メ1J安，まだみ.やぶ肉桂，大島桜.
縫および矢車附子などの煎汁液を用い.規定条件下で染
色した上記紛繊維の表面状態を走査電子顕微鏡下で観察
すると，写真-15-21に示すように，いずれの試料におい
ても繊維の表面部には絹級維特有のミクロなフィプリル
徳造が観察されるが，こよなぐさ，椎および矢車附子煎
汁液で染色した織維では刈安.まfごみ.やぶ肉桂および
大島縦育~汁液で染色した繊維に比し，植物色紫およびそ
の他植物成分などの微細な粒子状物質が繊維表面を汚染
した不均ーな状態が観察され.また染色を反復した組織
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図-34 矢車附子煎I十液による染色時間が絹繊維に
対するタ ンニン色素の染渚に及ぽす影響
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図-35 各種染料植物の煎汁液の染色温度が紛繊維に対する色素の染着量に及
ぽす影響
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維では多くの松子状物質が織維表面に沈降しやすくなり.
不均ーな状態を示す傾向も観察される。
かさ高いこぶなぐさおよびメIJ安などの奪第1煎汁液中の
色紫il度は一般に比較的低<.摘出条件が限定されるの
で，少ない反復染色回数でより高い染着量ならびに増量
効栄を得るためには煎汁液の漫織が必要とされる。
そこでこぶなぐきおよび刈安を用い，煎汁液の濃縮と
反復染色回数が絹繊維に対する色素の染着量におよぽす
影響についてみると，函-38.39に示すように， 1農絡した
煎汁液による染色ではi農縮前の煎i十液の場合に比し.い
ずれも染着料が著しく増大するが.刈安では4倍以上に
煎汁液を議縮すると，逆に染港量が大きく低下すること
が認められる。
なお漫縮したこ-l.:なぐさおよび刈安煎汁液で染色した
紛繊維では写真・2.23に示すように，上記反復染色によ
るi慶色染めの場合と異なり.繊維表面に付着する粒子状
7・ 7・
月匝 学
物質が特に増す傾向は認められない.
またこぶなぐさおよび刈安などの煎汁液による染色に
おいては染色回数を増すに直線的な比例関係をもって
著しく染着効果が高められることが認められる。
このように多〈の反復染色を必要とするこぶな ぐさお
よび刈安煎汁液による絹繊維の染色においては不必要に
煎汁液中の色素濃度を高めるよりも 2-4倍程度に濃縮
し，前記最適染色条件(pH4付近. 85土 2"C. 60-90分
間)を適用して反復染色を行うことが効率的と恩われる。
一方，まだみおよび維などの煎汁液を用い.染浴に添
加する硫重量ヒドロキシJレアミンの助AlJ濃度が絹繊維に対
する色繁の染若貴におよぽす影響についてみると，図・40
に示すように，まだみでは繊維に対して15%以上の硫酸
ヒドロキシルアミンを添加すると染着料はかなり増大す
るが，維では畿維に対して15%の硫厳ヒ ドロキシルアミ
ンを添加すると最も高い染着量を示l.15%濃度以上で
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図-36 各種染料植物の煎汁液の染色温度が絹繊維に対する色紫の染若誌に及
ぽす影響
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図-37 各径染料植物の煎汁液の染色温度が綿繊維に対するタンニン色素の染
務量に及ぼす最長響
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写真一15 染色前絹糸の表面状態
(走査定子顕微鏡)
写真ー16a こぶなぐさ煎汁液で染色した絹糸の表
而状態 (走査電子顕微鏡)
( 17) 
写真一16b こぶなぐさ煎汁液で4回反復染色した
絹糸の表面状態 (走査電子顕微鏡)
写真一17 刈安煎汁液で染色した絹糸の表面状態
(走先電子顕微鏡)
-88ー 被
写真一18 まだき煎汁液で染色した絹糸の表面状態
(走査電子顕微鏡)
写真一19 やぶ肉桂(上)および大島絞(下)煎汁液で
染色した絹糸の表面状態
(走査電子顕微鏡)
~~ 
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学
写真一20a 椎煎汁液で染色した絹糸の表面状態
(走査電子顕微鏡)
写真一20b 維煎汁液で 3回反復染色した絹糸の表
面状態(走査電子顕微鏡)
皆川・ヰ'鴫・直JlI:絹の染色に関する研究
は染着量および間着染渚量がともに低下する傾向が認め
られる。
また硫酸ヒ ドロキ シルアミンを添加したこぶなぐさ，
まだみな らひ仰に椎煎汁液て'染色した絹繊維の表面状態を
走査電子顕微鏡下で観察すると， 写真_24-26に示すよう
に，いずれの染料植物による煎汁液においても硫酸ヒ ド
ロキシルアミン添加法で染色した繊維では絹繊維特有の
ミクロなフィプリル情造が観祭され.繊維表面に発現す
μ 
写真一21 矢車附子煎汁液で染色した絹糸の表面状
態 (走資1it子顕微鏡)
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る粒子状の付着物が著しく少なくなる傾向が蛇められる。
なおこぶなぐさおよび大島篠の育!t汁液に添加する硫般
ヒドロキシルアミンは色素の染渚に対してはほとんど助
剤効果を示さ ないが. j:骨量効泉にすぐれた有効性がi1!.め
られる。
現行法のこぶなぐさ煎j十液による染色においては惰・
柳灰汁(憾と柳の生業を4対6の割合で小伎のまま混合し.
燃焼した白色の灰が使用される.なおこの灰汁i主義灰.
写真一22 10倍に濃縮したこぶなぐさ煎汁液て'染色
した絹糸の表面状態
(走査氾子顕微鋭)
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図-38 こふ・な ぐさ煎i十液の i~U白(刈と反復処理(聞が
制!繊維に対する色紫の染新に及Ifす影響
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l{木灰に比し，アルカリ性が弱いが.アルミニウム塩を
多〈含有している)による媒染カヘまたまだみ煎汁液によ
る染色においてはまだみ灰汁(まだみの色紫を嫡出した後
の煎じかすの灰)による媒体がそれぞれ行われている。
こぶなぐさおよびまだみ煎汁液で染色した後.灰汁媒
染した絹繊維の表面状態を走査電子顕微鏡下で観察する
と，写真-27.28に示すように，こぶなぐさおよびまだみ
煎汁液のみで染色した場合と異なり.灰i十媒染した繊維
では繊維表面に付着する植物色素およびその他の植物成
分などの粒子状物質がほとんど除去され，きわめて平滑
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図-39 刈安煎汁液の濃縮ωと反復処理(B)が紛繊維
に対する色素の染渚に及ぼす影響
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な表面状態を示すことが観察される。
これらの媒染は賞八丈特有の賞金色ゃ鳶八丈特有の事務
色などにそれぞれ色調を変化させるほか.色落ちに対す
る防止効栄やJ!h特の風合いを付与することヵ1!:められる。
m 黄八丈のi尼染めについて
1(八丈のj尼染めは大島紬，久米島紬とならんで.代表
的な伝統染色として古くから知られ，すぐれた染色監ろ
う性のほかに織物に保温力.柔軟性，耐しわ性および務
写真一23 4倍に濃縮した刈安煎汁液で染色したまil
糸の表面状態 (走受電子顕微鏡)
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図-40 まだみ必よぴ維の煎汁液に添加する硫般ヒドロキ シルアミンの助?ilJ濃
度が紛繊維に対する色紫の染渚畳に及1:1:す彬響
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写真一24 DAe般ヒドロキンルアミン(10%)を添加し
たこぶなぐさfl十液で染色 した絹糸の表
I{li状態 (定公電チ顕微鏡)
写真一25 硫般 ヒドロ キシルアミン(50%)を添加し
たまたみ熊汁;慌て・染色 した絹糸の表面状
態 (走1i:電子顕微鏡)
( 21 ) 
写真一26 硫駿ヒドロキシルアミン(20%)を添加lし
た株煎1十液で染色 したおi糸の1，{凶状態
(走査電子顕微鏡)
写真一27 こぶなぐさ煎汁液で染色した後，階槻灰
媒染処理した絹糸の表面状態
(走資電子顕微鏡)
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写真一28 まだみ煎1十液で染色した後， まだみ灰媒
染処理した絹糸の表商状態
(走査電子顕微鏡)
くずれの防止など種々の特徴を与えている。
j尼染めに使用される沼田の泥は一般に粘土および鉄分
(大部分が錯化合物となって存在し，鉄イオンとなってい
るものよりは多いと考えられる)などが多<，かつ伝導度
が高し しかも多量の有機物や，土壌微生物群による還
元的な雰囲気を有するものが適していると云われている。
水をたたえている沼田の泥は畑土壌.山林土壊とは全〈
異なった土壌体をもちー空気層から庶断されているので，
表層土は還元状態になりやすい。特に多量の有機を施し
た沼田では土壌中の有機物を分解するために，従属栄養
的生活をする微生物が盛んに土壌中の酸素を消費し，土
壌は強い還元状態になると云われている(表-2)。
泥染めでは枚煎i十液中に含まれるタンニン色素と反応
しやすい還元状態の鉄(Fe2+>Fe3+)の醸成に大きく左右
されるが、一方微細な粘土粒子の含有量も精霊効果に大
きな関連を有していると思われる(表 3ー)。
そこでまず泥染め用として使用される沼固め泥(東京都
八丈島八丈町中之郷付近で採取した)の粒子の大きさを電
子顕微鏡下で観察すると，写真ー29に示すように，著しく
微細な粒子とケイ藻土が混在するきわめて不均一な大き
さを有する復雑な粒子形の分布が認められる。
椎煎I十液でl回および3回繰り返し下染めした後，1.尼
染めを行った繊維の表面状態を走査電子顕微鏡下で観察
すると，写真-30-32に示すように，推知u十液でl回下染
月日
(22 ) 
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表-2 i尼染め用沼泥および田泥の化学組成
話-----竺 四泥 t八丈島) 回毘〈竃揖大島)
S j O2 '8. 0 a % a 6. 41 s! 
A 1.03 21. 9 1 29. 21 
FezO， 1 6. 1 2 1 a. 1 5 
C.O O. 22 O. 0 1 
MgO O. 69 。。
MnO O. 01 O. 2 a 
CuO O. 0' O. 09 
ZnO O. 0 a O. 08 
PbO O. 06 O. 1 1 
K，O O. 59 O. '8 
Nt.rO O. 21 O. 1 6 
表一3 沼泥(八丈島)に含まれる鉄(IおよびI!)
( 0 フェナントロ リン法〕
ま式 料 Feω Fe⑪ 含水率働
泥 (A) 2. 33 1. 00 81. 0 
泥 (B) 2. 86 1. 00 76. 0 
※ 泥ωは沼田の比較的表面の部分から保取
したもので、泥a)は水分の位い泥だけの
部分から探取したもの。
めした繊維では比較的均一な泥の付着状態が認められる
が，後Mi十液で3回繰り返し下染めした繊維では部分的
に多くの色素成分や泥粒子によって不均一に汚染された
表面状態が観察される。なお未染色絹糸の泥処理では泥
の粒子が繊維表面を著しく不均一に汚染する状態が認め
られる。
また，稚以外にも多量のタンニン色素を含む矢車附子
前 T十液による下染めでt 7;尼媒染した繊維ではきわめてす
ぐれた黒染めが認められ，またかさ高性および柔軟性を
増すことなとも認められるが.今後さらに検討する余地
が多〈残されている。
以上のように絹繊維に対して比較的親和性の低い各染
料純物の色素による染色においては染ののpHを絹たん
白質の等電点(約pH5)以下の 4付近に調整し， 高温(85士
2 'C)で染色することが濃色染めにきわめて有効と思われ
る。
まだまだみおよび維などの煎j十液による染色において
は染浴中に硫酸ヒドロキシルアミンなどの水溶性の重量性
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写真一29 東京都八丈島八丈町中之郷付近の泥染周
沼田泥の粒子形状Cr-shadowing.電子
顕微鏡
写真一30 椎Wli十液で染色した後，回泥処理した絹
糸の表面状態 (走査定子顕微鏡)
アミンを添加する方法によって染着量を増大し，反復染
色回数を大幅に減じてmil!ilならびに摩擦竪ろう度の向上
やウラジネス欠点の発生防止などを改善することが考え
られる。また灰i十およびj尼による媒染l.i色調の変化や色
止め効果のほか風合いを左右し. しわを防止するなど織
物の物性にも大きな関連を有するので.今後さらに検討
する余地が残されている。
( 23) 
写真一31 t世煎j十液で3図反復染色した後，回泥処
理した絹糸の表面状態
(走査電子顕微鏡)
写真一32 回泥処理した未染色絹糸の表面状態
(走査電子顕微鏡)
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黄八丈は伊豆諸島の八丈島で生産される黄色(こよなぐ
さの luteolin色繁で染色した後，椿・槻灰が媒染として
使用されている)を主色とした縞または格子柄の練絹織物
であるが.広義には茶色(まだみのタンニン色素で染色し
た後，まだみの煎じかすの灰が媒染剤として使用されて
いる)を主色とした鳶八丈や.黒色(維のタンニン色紫で
染色した後. 2価の鉄を多〈含んだ沼泥が媒染剤として
使用きれている)を主色と した熱八丈なども含め.八丈島
産の絹織物を総称して黄八丈とよんでいる.
そこで本研究では黄八丈特有のすぐれた染色竪ろう性
に着目し，まず絹に対する天然色素の染色性について検
討するとともに，今後の課題でもある染料純物の枯渇問
題や，現代的な新しい感覚の色合いをもっ黄八丈の開発
を前提として現在使用されている主要染料縞物以外の大
島悠(幹と樹皮).やぷ肉依(術皮).矢車附子(呆笑).;(IJ 
安(草全部)などの植物色紫による絹の染色性およびその
竪ろう性についても合わせ検討した。
1 )黄八丈，鳶八丈，黒八丈およびおやり糸紬などの
16種の市販八丈絹の表面状態を走査電子顕微鋭下で観察
すると，いずれもきわめて官、度の高い織物て'あるにもか
かわらず.11繊維の乱れや，微細繊維の毛羽立ちが著し
く少なしまたこぶなぐさおよびま fごみの抽出減で染色
された主主色および茶色の糸の表面部では絹畿維持有のミ
クロなフィプリル精造が観察され，かなり均ーな表面状
態が観察される。なお維の抽出液で下染めされた後.i，尼
染めされた，')f，色の糸の表面部では単繊維上あるいは単繊
維間際に微細な粒子状物質が多〈付着している表面状態
が観察される。
2 )各染料植物の煎1十液の紫外部吸収スペクトルにつ
いてみる と，こ_iζなぐさ(Anthraxon)て"は278nm'こ. まだ
み(Machilus)てサ立284nmに，後(Pasania)て1立255nmと278
nmlこ. 刈安(Miscanthus)て・1.J:272nmと329nmlニ. 大島桜
(Prunus spec iosa)では285nmlニ，矢車附子(Alnus)では
256nmと278nmに.やぷ肉後(Cinnamonum)て吋283nm付
況にそれぞれ極大吸収波長を示し.色素1農度と吸光度と
の問にはいずれも直線的な比例関係を示すことが認めら
れる。
3 )こぶなぐさ.まだみ.椎. ;(IJ安.大島桜，やぷ肉
徒および夫'Ilr~附子などの tal出液による絹の染色においては
染浴の pH が絹たん白質の等~li.'，'J， (約pH5 )以下で.いずれ
も著ーし〈高い染4着量ならびにI曽量効果を示すことが認め
られ，また染色滋度85.C.染色時間90-120分間でほぼ一
定の高い染地lL!:ならびに汗l竜安1)栄を示す傾向が認められる。
月日
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4 )熱水抽出した植物色素による高率的な染色におい
ては上記の最適染色条件下で，反復染色を行うことが有
効であるが.さらに煎汁液を通度な1農度まで濃縮して色
紫濃度を高めた上で¥硫酸ヒドロキシJレアミンなどの染
色助剤を使用することが有効な場合も多い。
5 )灰I十および泥による媒染は色斜を変化させるほか，
織物に独特の風合いを与えたり.また色落ち防止などに
きわめて効果的である。また多くのタンニン色紫を含む
検および矢車附子などのmu十液で下染めされた後，i.尼染
めされた糸はかなりかさ高になり.矛軟性を婚すことが
認められる。また灰t十によって媒染した場合には直射日
光下での天日乾燥も色落ち防止にきわめて効果的である。
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Summary 
Kihachijo is a fabric manufactured on the Hachijo Island， which is one of the Izu Islands. Its color is mostly yellow 
(it is dyed by luteolin extracted from Anthraxon and then later， Camellia and Eurya are used as mordants). It is a yarn 
dyed silk fabric having a stripe or check pattern. However， in the broad sense， the term Kihachijo includes 
Tobihachijo which is predominantly brown in color (it is dyed by Machilus tannin dye and then later， the ash or the 
dregs of the Machilus infusion is used as a mordant)， and Kurohachijo which is predominantly black in color (it is dyed 
by tannin obtained from Pasania and then later， mud containing bivalent iron is used as a mordant 
The author noting the excellent color fastness properties of Kihachijo investigated the dyeing affinity of natural 
dyes to silk. Also， investigations were made on the dyeing affinity and color fastness properties of natural dyes which 
are not usually employed at present， such as， Prunus speciosa (trunk and bark)， Cinnamonum (bark)， Alnus (fruit)， and 
Miscanthus (the whole grass)， with regard to silk， inorder to h巴lpsolve problems concerning the exhaustion of 
vegetable dye resources， and also to develop Kihachijo with a modern sense and color tone 
1 ) Scanning electron microscopic studies were made on 16 market available Hachijo， Kurohachijo and Oyariito 
Tsumugi in order to clarify the surface conditions of the fabrics. The observations revealed very few disorder and 
lousiness of the fabrics in spiLe of the fact that these fabrics have a high density. With regard to the surface of the 
yellow and brown yarn dyed by extracts of Anthraxon and Machlus， a microfibril structure peculiar to silk was 
observed， indicating a uniform surface condition. The surface of the yarn dyed by Pasania extract bottoming and 
then later by mud mordanting revealed many minute corpuscular substances adhering to the surface of the mono-
filaments or in the gap formed by the monofilaments 
2 ) An ultraviolet absorption spectra study was made on the dye extracts of various plants used in this study and 
it was found that maxim山nabsorption wav巴lengthwas in the vicinity of 278 nm in the Anthraxon， 284 nm in the 
Machilus， 255 nm and 278 nm in the Pasania， 272 nm and 329 nm in the Miscanthus， 285 nm in the Prunus speciosa， 
256 nm and 278 nm in th巴 Alnusand 283 nm in the Cinnamonum， and a linear relationship was found to exist between 
dye conc巴ntrationand optical density 
3 ) In the dyeing of silk by extracts of Anthraxon， Machilus， Pasania， Miscanththus， Prunus speciosa， Cinnamonus， 
or Alunus the pH of the dye bath is lower than that of the isoelectric point (pH 5) of silk protein， indicating markedly 
high degre巴sof exhaustion and weighting. Also， high degrees of exhaustion atld weighting are uniformly not巴dwlth 
a dye bath temperature of 85・tand dyeing time of 90ー 120mmutes 
4 ) In the high degree of dyeing by vagetable dyes extracted by hot water it is e仔ectivewhen repeated dyemg 
under optimum conditions is performed， however， itis often very effective when dye auxilianes are used after increas-
ing th巴dyeconcentration by concentrating the extract to a suitable degree. 
5 ) Mordanting by vegetable alkali and mud is not only effective in changing color tone， but imparts a character-
istic handling touch and h巴lpscolor日xing. The yarn that has undergone mud mordanting after bottoming by ex-
tracts of Pasania and Alnus， which are rich in tannin dyes， increases in bulkiness and softness. When mordanting 
is performed by vegetable alkali， sun drying under dlrect sunlight is very effective in color自xmg
( 25) 
